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公益社団法人 

美方郡広域シルバー人材センター 

  〒６６９－６８２１ 

  兵庫県美方郡新温泉町湯 904 番地の３ 

   電話（０７９６）９９－２８２８ 

   FAX（０７９６）９９－２８２９ 

4 月から事務所統合により番号が変わります。 

新しい連絡先は、本部と現温泉支部の２番号を 

使用する予定です。 
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《配分金収入だけの場合》 

 年間配分金が 103 万円を超える場合 

《配分金収入の他に年金収入がある場合》 

 （年間配分金額－必要な経費等の控除額 

65 万円）+（公的年金額－公的年金等の 

控除額）≻（基礎控除額 38 万円+扶養控 

除等の控除額） 

※ 詳細については、 

税務署にご相談ください。 

 
  

   
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 
 

                   

会
員
の
皆
さ
ん
に
支
払
わ
れ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
配
分
金
は
所
得
税
法
上
で
は

る
場
合
に
は
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。 

   

      
 

  
 

  
 

 

                  

年齢区分 公的年金等の収入額（A） 公的年金等控除額 

65 歳以上 

330 万円以下 

330 万円超 410 万円以下 

410 万円超 770 万円以下 

770 万円超  

120 万円 

A×25％+  37.5 万円 

A×15％+  78.5 万円 

A× 5％+ 155.5 万円 

65 歳未満 

130 万円以下 

330 万円超 410 万円以下 

410 万円超 770 万円以下 

770 万円超 

70 万円 

A×25％+ 37.5 万円 

A×15％+ 78.5 万円 

A× 5％+ 155.5 万円 

《平成 25 年分の公的年金等控除額の速算表》 

今
後
の
行
事
予
定 

一
月
～ 

 
 

事
務
所
統
合
準
備 

三
月
中
旬 

 

理
事
・
監
事
会 

四
月
一
日 

 

事
務
所
統
合
・
一
部
業
務 

シ
ル
バ
ー
派
遣
実
施 

五
月
中
頃 

 

理
事
・
監
事
会 

五
月
末 

 
 

通
常
総
会 

 

刈
払
機
講
習
会 

七
月
十
一
日
香
住
支
部
に

て
、
養
父
市
の
愛
林
興
業
よ
り

講
師
を
お
招
き
し
て
、
刈
払
い

機
取
扱
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ

ん
は
、
熱
心
に
機
器
の
取
り
扱

い
方
法
を
聞
き
、
沢
山
の
質
問

が
出
ま
し
た
。 

 

九
月
十
一
日
新
温

泉
町
湯
、
健
康
公
園
に

て
植
木
剪
定
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
温

泉
支
部
会
員
の
大
深

さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
健
康
公
園
正

面
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

松
の
木
二
本
の
剪
定

を
行
い
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
に
も
関
わ

ら
ず
、
熱
心
に
剪
定
を

行
い
技
術
磨
き
ま
し

た
。 

植
木
剪
定
講
習
会 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
支
払
わ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
配
分
金
は
、
所
得
税
法
上
で
は
雑
所

得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は

確
定
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

が
必
要
な
方
は
申
告
し
て
下
さ
い
。 
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年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

理
事
長 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小
林 

太
郎 

   

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
十
二
月
十
六

日
の
衆
院
選
は
、
自
民
党
の
圧
勝
で
、
政
権
復
帰
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
と
関
係
深
い
国
々
も
米
国
は

再
選
、
中
国
と
韓
国
は
新
元
首
の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

特
に
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問
題
で
悪
化
し
た
日
中
関
係

が
、
新
し
い
元
首
の
下
で
、
良
好
な
関
係
に
戻
し
て
ほ

し
い
と
願
う
の
み
で
す
。 

 

欧
州
の
金
融
不
安
に
日
中
関
係
の
冷
え
込
み
が
重
な

り
、
大
変
苦
し
い
一
年
で
し
た
。
こ
の
様
な
不
況
の
中
、

当
セ
ン
タ
ー
の
三
・
四
半
期
末
の
事
業
実
績
及
び
収
支

状
況
に
付
き
ま
し
て
は
、
概
ね
計
画
ど
お
り
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
経
済
不
況
の
中
、
四
月
一
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
公
益
法
人
「
元
年
」
も
皆
様
方
の
ご

支
援
の
お
蔭
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

迎
え
ま
し
た
平
成
二
十
五
年
は
公
益
事
業
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
四
月
一
日
よ

り
事
務
所
統
合
を
実
施
致
し
ま
す
が
、
転
換
期
を
迎
え

た
こ
の
厳
し
い
現
実
の
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
今
後
の
方
向
性
の
基
本
は
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
原
点
と
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
組
織
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

会
員
各
位
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

皆
様
に
と
っ
て
、
こ
の
巳
年
が
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま

す
事
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

 

   
 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

 
 

 
 
 
 

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 

 

理 

事 

長 

小 

林 

太 

郎 

 
 
 
 

副
理
事
長 

川 

西 

秀 

顯 

  
 
 

 

常
務
理
事 

仲 

山 

秀 

樹 

理 
 

事 

川 

田 

昌 

吾 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

石 

谷 

周 

平 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

井 

上 

實 

二 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

田 

中 

重 

喜 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

野 

村 

尚 

司 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

藤 

澤 

丈 

夫 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

井 

口 
 

薫 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

松 

森 

海 

三 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

西 

川 
 

仁 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

中 

村 

示 

雄 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

川 

元 
 

豊 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

倉 

田 

善 

弘 

 
 
 
 

監 
 

事 

太
田
垣 

 

修 

 
 
 
 
 
 

〃 
 

田 

辺 

武 

則 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

職 

員 

一 

同 

   
 

 
 

 

支 部 香住 村岡小代 浜坂 温泉 合計 

23年度実績 17,424 32,410 18,372 21,505 87,054 

24年度実績 20,028 30,379 18,619 22,911 91,937 

支部別実績表（対前年度同期） 

 

12 月末累計（単位:千円） 
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三
匹
の
こ
ぶ
座 

親
睦
旅
行 

 
 

十
一
月
十
六
日
（
金
）
晴
天
の
下
、
鳥
取
県
湯
梨
浜

町
は
わ
い
温
泉
千
年
亭
へ
親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

バ
ス
は
二
台
で
一
号
車
は
香
住
・
浜
坂
コ
ー
ス
、
二
号

車
は
村
岡
・
小
代
・
温
泉
コ
ー
ス
で
合
計
三
十
九
名
の

参
加
で
し
た
。
芝
居
を
観
て
、
食
事
の
後
、
帰
り
は
、

鳥
取
市
の
賀
露
い
ち
で
買
い
物
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。  

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
中
の
事
故 

 

昨
年
秋
に
、「
他
地
域
の
シ
ル
バ
ー
の
会
員
が
仕
事

中
に
怪
我
を
し
て
治
療
を
受
け
た
が
、
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

当
該
会
員
は
、
娘
さ
ん
の
会
社
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
で
し
た
が
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
事

が
社
会
問
題
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

法
改
正
が
行
わ
れ
、
健
康
保
険
組
合
加
入
の
被
扶
養
者

の
会
員
で
も
保
険
診
療
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
保
険
は
適
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
し
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な
事

象
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
保
険
に
加
入
し

て
お
り
、
治
療
の
為
に
病
院
に
支
払
っ
た
費
用
は
怪
我

が
完
治
し
た
後
支
払
わ
れ
ま
す
。（
但
し
は
百
万
円
を
限

度
に
、
入
院
一
日
五
千
円
、
通
院
一
回
三
千
円
） 

怪
我
を
し
な
い
よ
う
、
安
全
に
は
十
分
に
気
を
つ
け

無
事
故
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。 

安
全
就
業
に
お
け
る
基
本 

 
 
 

 
 

作
業
全
般
に
対
す
る
安
全
対
策 

作
業
全
般
に
お
け
る
基
本
的
安
全
対
策 

① 

服
装
・
履
物
は
、
作
業
に
見
合
っ
た
物
を
着
用
。 

② 

軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
、
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
作

業
に
従
事
す
る
。 

③ 

作
業
に
取
り
掛
か
る
前
に
は
、
必
ず
周
囲
の
安
全

を
確
認
す
る
。 

④ 

作
業
現
場
は
、
常
に
整
理
整
頓
に
心
が
け
、
安
全

な
作
業
環
境
を
保
持
す
る
。 

⑤ 

重
量
物
の
運
搬
は
、
慎
重
に
行
う
。 

⑥ 

道
具
類
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
使
用
法
に

よ
る
。 

⑦ 

共
同
作
業
で
は
、
合
図
・
連
絡
を
正
確
に
行
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

刈
払
機
に
よ
る
除
草
作
業
の
安
全
対
策 

① 

手
甲
又
は
軍
手
、
作
業
靴
を
着
用
す
る
。 

② 

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
保
護
メ
ガ
ネ
を
着
用
す
る
。 

③ 

作
業
前
に
は
、
必
ず
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
危
険

個
所
・
障
害
物
等
の
確
認
を
行
う
。 

④ 

作
業
前
に
は
、
必
ず
現
場
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、

防
護
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
財
物
の
損
壊
を
防
ぐ
。 

⑤ 

作
業
中
に
も
常
に
周
囲
の
安
全
に
気
を
配
り
、
看
板

を
立
て
る
。 

⑥ 

会
員
同
士
の
距
離
を
十
メ
ー
ト
ル
以
上
開
け
る
。 

安全 

はわい温泉 千年亭前にて 


